
持続可能な国際競技力向上のための施策に関する評価検討会（第1回）

当協会における「持続可能な国際競技力向上プラン」に

基づく取組状況及び成果、 課題について

公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会

資料４
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【資料４ー参考①】

11



JPCクラス分け情報・研究拠点 概要

日本パラリンピック委員会 委員長

河合純一

【資料４ー参考②】
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JPC
Classification 
Hub

JPCクラス分け情報・研究拠点 概要

１．概要資料

１－１ 設置場所

１－２ 位置づけと当面の体制

１－３ 活動内容と方針

１－４ 当面の主な活動内容

２．参考資料

２－１ クラス分けとは

２－２ クラス分けの歴史

２－３ 近年の国内における動向

２－４ クラス分けに関する国内の課題と現状

２－５ 他国におけるクラス分けの取組み
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１－１ 設置場所

ハイパフォーマンススポーツセンター／国立スポーツ科学センターとの連携

◆ハイパフォーマンスアスリートや競技団体の集まるＨＰＳＣでの研修・教育

◆競技団体や関係者のクラス分けに関する相談窓口

◆クラス分けに関する調査・研究の連携

◆HPSCの国内外ネットワークとJPCのパラリンピックネットワークの相互活用

◆アスリートパスウェイやクラスを競技横断的に管理する制度や基盤の構築

ハイパフォーマンススポーツセンター NTCイーストに設置する背景
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＜国内クラス分けの必要性＞

• 国際レベルのアスリートになるまでの
育成世代のクラス分け体制の整備

• 用語や制度の整理による競技間を横断した
共通認識と連携促進

＜JPCクラス分け情報・研究拠点の活動＞

• 競技団体ごとのクラス分け規則策定の支援
※国内クラス分けの規則があるNFは半数以下（R4-5調査より）

⇒日本としてのクラス分けの底上げ

国内クラス分けの規程整備

国内クラス分けの体制整備を推進するため、
JPCクラス分け規程を令和5年4月1日発効

１－２ 位置づけと当面の体制（１）
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役割と連携体制

日本パラリンピック委員会(JPC）

・JPCアスリート委員会

・JPC女性スポーツ委員会

・JPC強化本部

・JPCクラス分け委員会

専
門
委
員
会

「JPCクラス分け委員会」

「JPCクラス分け情報・研究拠点」

方針や規程の策定

事業の展開・推進

１－２ 位置づけと当面の体制（２）
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１－２ 位置づけと当面の体制（３）

令和６年４月からの体制

JPC
クラス分けマネージャー

井⼟祐樹
YUKI IZUCHI 

国際クラシファイアのほか、青年海外協力隊など、国内
外で幅広く活動。パラスポーツの障がいに関する幅広い
知識を持ち、2020年からJPSA医学委員会クラス分け
部会員、2023年より新設のJPCクラス分け委員として
活動。IPCの実施する国際会議への参加やクラス分け規
程の見直しなどへ積極的に貢献。

＜主な資格＞
◆ ワールド車いすラグビー 国際クラシファイア （2018年～現在）
◆ 世界パラ射撃連盟 クラシファイア研修生（2022年〜現在）
◆ 理学療法士（2011年〜現在）

クラス分け情報研究拠点 JPC事務局員：２名
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１－３ 活動内容と方針

[PI] 医療機関との連携強化によるMDF作成支援等
[VI] 競技横断的なクラス分けに向けた関係団体の連携・支援等
[II] 医師・臨床心理士等による診断・書類作成の支援等

クラス分けに係る書類作成・測定支援

◼ クラシファイア・クラス分け担当者の育成・教育
◼ アスリート・コーチ・スタッフ・ドクター等へ競技横断的な教育・研修

国際情報の収集・共有

◼ 競技別、障害別の最新情報の取得、NF共有
◼ IPC等の国際動向（コード改正等）の取得、NF共有・検討調整

アスリート情報の管理

◼ 競技・クラス、パスウェイ等のアスリート情報を一元的に管理

①情報・ノウハウ共有、教育のネットワーク
・クラシファイア同士(PI,VI,II)のネットワーク
・NFクラス分け担当者のネットワーク

②国際情報収集のためのネットワーク
・欧米・オセアニアNPC（クラス分け先進国）
・アジアNPC（アジア人の特性反映）
・IPCクラス分けチーム

③MDF等作成、測定支援のためのネットワーク
・病院（パラスポーツ医を含む）、大学、
スポーツ医科学センター等

④調査・研究のためのネットワーク
・HPSC、大学、スポーツ医科学センター
・IPCクラス分けリサーチセンター 等

⑤横断的なアスリート情報のためのネットワーク
・NF、パラスポーツ団体

調査・研究

◼ HPSC、大学、地域スポーツ医科学センター、IPCクラス分けリ
サーチセンター等と連携した共同調査・研究

教育・研修 優先度：高

優先度：高

左記に必要なネットワーク
（外部連携）６

優先度：高JPCクラス分けマネージャー（専任）
NF・関係機関の窓口（ハブ機能）として、
①〜⑥の機能を統括し、日本のクラス分け
戦略の立案・実施をリードする

＜マネージャーの主な役割＞
1. 各NFが専門知識・サポートを受ける
ための一元的な窓口としてNFのク
ラス分けシステム構築の支援や（必
要に応じて専門家を仲介）、競技横
断的な教育・研修を実施

2.海外NPC等とのネットワーキングや
国際クラシファイアの育成支援を通
じて、重要な国際情報の取得や、
IPC・IF等の国際的なルール形成へ
の関与を進める（アジア人の特性を反
映することも可能）

3

2

５

4

1
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１－４ 当面の主な活動内容

•国内外のクラス分け情報の収集・発信

•国内のクラス分け担当者や強化関係者への研修・会議の実施

• ＩＰＣにより公表される新たな国際規程への対応

• ＮＦクラス分け規則など、国内クラス分け体制の整備への対応
（J-SＴＡＲなどの機会を活用した各競技のタレント発掘・育成パスウェ
イにおけるクラス分けへの取組支援）

令和6年度の主な活動
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１－４ 当面の主な活動内容（例）クラス分け紹介動画

✓クラス分けとは

✓クラス分けの
プロセス（手続き）

✓意図的不実表示

✓競技クラスの変更

動画内容
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参考２－１ クラス分けとは

クラス分けはパラスポーツの礎となるもの

❑ 競技に参加できる人とできない人を定め、アスリートを競技クラスにカテゴリー分けすること

❑ 障がいに種類と程度によって分けられる

❑ 競技・種目ごとに必要な動作や技術は異なるため、各競技でクラス分けの仕組は異なる

→ クラス分けは、アスリートの成功に大きく影響する

公平な制度とプロセス

❑ クラス分けを受けるために、医療情報を提出し、競技やその障がいのためのテストを受ける

❑ クラス分けに関連する専門知識・技術を持つ「クラシファイア」がクラス分けを行う

→ クラス分けは、障がいが競技に及ぼす影響を最小限に抑え、競技の卓越性により勝敗が

決まることを目的とする
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参考２－２ クラス分けの歴史

1948年 ・・・・ 医学的クラス分けが始まる

1990年代 ・・・・ 1989年バルセロナパラリンピックに向けて機能的クラス分けを実施していく
方針となり、機能的クラス分けが急速に普及

2003年 ・・・・ IPCがクラス分け戦略を承認し、より統一的なクラス分け制度の構築へ

2007年 ・・・・ IPCクラス分け規程を承認

『信頼性の高い、安定して一貫した、競技を焦点としたクラス分け制度』へ

2015年 ・・・・ 2013年から2007年版の見直しを行い、2015 IPCクラス分け規程を承認

『根拠や競技特性を考慮したクラス分けの制度の確立』へ

2021年 ・・・・ 2015 IPCクラス分け規程の見直しを開始

新規程は2024年に承認される予定
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参考２－３ 近年の国内における動向

持続可能な国際競技力向上プラン：令和3年

パラ競技におけるアスリートの活躍のためには、アスリートの発掘・育成・強化に当たって、障害に応じた適性判断と競技選択やクラス

分けに関する適切な助言、より公平なクラス分けの国際基準つくりへの積極的な参画が重要であることから、クラス分けに係る調査

研究や人材の育成・配置を支援する。

第三期スポーツ基本計画：令和4年

国は、パラリンピック競技における国際競技力向上に当たって、障害に応じた選手の適性判断や適切な助言、より公平なクラス分けの

国際基準作りへの積極的な参画が重要であることから、クラス分けに係る調査研究や人材育成・配置を支援する。 

障害者スポーツ振興方策に関する検討チーム 報告書（高橋プラン）：令和4年

障害者スポーツに特有のクラス分けについては、競技成績への影響が大きく、我が国のクラス分け機能の強化が急務であることから、

日本パラリンピック委員会（JPC）において令和４年度から着手している国内クラス分けセンターの在り方に関する調査結果等を踏ま

え、令和５年度以降に具体化に向けた取組を進める。

日本パラリンピック委員会にクラス分けセンター（仮称）設置に向けたワーキングチームを設置し、

国内・国外のクラス分けに関する調査・研究等を実施
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参考２－４ クラス分けに関する国内の課題と現状（１）

• 中央競技団体にクラス分けに関する国際情報を迅速に共有してほしい

• クラス分けの重要性の認識が足りていないと感じる

など

アスリートの意識

JPCの調査では、JPC強化アスリートの７１％がクラス分けに関する制度変更や
国内外の最新動向について、正確な情報提供が最も重要な支援であると回答

※JPCによるアンケート調査（R4-5）
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⇒クラス分けに関する体制整備の支援が必要

中央競技団体の意識

◆クラス分けを担当・統括する人材が不足している。
６割以上のNFが理想は３名以上と回答しているが、現状２名以下が７５％

◆クラス分けに関する研修会が適切に実施できていると回答しているのは2割程度で、
情報提供も年間5回以下が約９割

◆クラス分けに係る書類作成のためのネットワークやガイドライン等が必要

※JPCによるアンケート調査（R4-5）

参考２－４ クラス分けに関する国内の課題と現状（２）
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参考２－５ 他国におけるクラス分けの取組み

英国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、ドイツなどの
強豪国のクラス分け体制を調査

主な強豪国の環境・体制

◆定期的な教育・研修制度（アスリート、NFクラス分け担当者、強化スタッフ）

◆国内外の強固なネットワークとサポート体制

◆フルタイムのクラス分けマネージャー

◆アスリートデータの保護・管理の徹底

強豪国のクラス分け

※JPCによるインタビュー調査（R4-5）26
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